








要約:平成元年、2年度の研究により、当院新生児センター入院児の約 15%は 1 年以上の長

期入院児で、その後 1 年の経過をみても退院できた症例は 50%に満たず、いわゆる

chronicNICU の必要性を強調した。また家族アンケートでも、人工換気中の在宅ケアを希

望するものは皆無であり、一地方における在宅ケアの困難性を痛感した。 

そこで、今回は長期入院児をかかえる看護職におけるストレスを分析し、さらに、児自身

に与えるストレスからくる発達異常に対して、保母や栄養士をはじめコメディカルスタッ

フの関与の必要性について述べる。在宅ケアにおいても、これらのコメディカルスタッフ

の関与できるシステムづくりが必要と考える。 


